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参列者全員の焼香 

全員で正信偈 

本堂の絵の展示 

一同合掌 

「本堂建設事業 事始め奉告式」 の大感謝法要が、約180名の参列者を得て盛大に開催されました。       

そして、９月２４日に開催予定の 「御本尊動座式」 感謝法要の後、いよいよ本堂の解体工事が始まり

ます。 今後、工事等で皆さま方には大変ご迷惑をおかけしますが、お寺の行事等は予定どおり開催

されますので、よろしくお願いいたします。                                        ＜ 雅 ＞ 
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